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健康広場

●認知症とは

　注意力や行動力、判断力、記憶力、言葉の理解などが、以前と比べてはっきりと分かるくらいに
低下し、誰かの見守りや手助けを必要とするようになった状態を指します。一方で能力の低下があ
っても、自立した生活を送ることができる場合は認知症ではありません。
　認知症とひとことで言っても、アルツハイマー病をはじめ、パーキンソン病に関連するもの、脳
卒中によるものなど原因はさまざまです。

●認知症の予防

　脳卒中や頭の怪我、ビタミン不足などを予防することで、認知症全体のうち約 2割を予防できま
す。しかし、アルツハイマー病など、認知症を引き起こす多くの病気は予防方法が分かっていません。

●だれもが認知症になり得ます

　現在、95歳を超えた人の８割近くが認知症になるといわれています。
　加齢とともに多くの人が認知症になるため、認知症になることは「普通のこと」と言えるでしょう。

●認知症になったら？

　現在、記憶力を改善する方法は見つかっていません。いわゆる脳トレも、記憶力の改善には効果
がないようです。
　しかし、認知症になった人が突然何もできなくなることは非常にまれです。認知症になっても、
日々の体調管理をして活発な生活を送るなど、自分自身の力（能力）を十分に発揮できるようにし
ておくことで、能力低下の予防になり、今の暮らしをより長く送ることにつながります。
　また、今できることは続けておく、メモを取る、タイマーを使う、家族や友人に協力をお願いす
るなど、工夫をすることで低下した能力を補うこともできます。認知症に対するイメージを一度捨
てて、どうすればより良く生活できるかを考えてみませんか？
　認知症になったとしても、人生を諦めないでください！

　市は、住民の皆さんに認知症について正しい理解を深めてもらうため、認知症について相談を受けた
り、出前トークで解説したりしています。
　また、９月の「世界アルツハイマー月間」には、のぼり旗の掲出や図書館に認知症関連の特設コーナ
ーを設けるなど、認知症に関する広報・啓発活動を行っ
ています。
　認知症は、早めに対応することで進行を遅らせること
ができるほか、医療・福祉・就労の支援を受けることも
できます。誰でも安心して暮らせる庄原市を目指して、
この機会に「認知症」について考えてみませんか？

※世界アルツハイマー月間は、1994 年「国際アルツハイマー病
協会」がＷＨＯ（世界保健機構）と共同で制定しました。毎
年９月 21 日が「世界アルツハイマーデー」、９月が「世界ア
ルツハイマー月間」と定められており、全世界で認知症に関
する正しい知識について普及啓発活動が実施されています。

　認知症カフェは、認知症の人やその家族、認知症について知りたい人など、誰でも参加で
きる「集いの場所」です。認知症について話を聞いたり、認知症に関する相談をしたりする
ことができます。
　認知症は、高齢者だけの病気ではありません。65歳未満
で発症する「若年性認知症」もあります。若年性認知症は
患者数も少なく、本人や家族も気づきにくいことから発見
が遅れがちになることに加え、異変を感じて医療機関を受
診しても、診断に時間がかかることがあります。
　まずは、カフェに来てみませんか？庄原・西城・東城・
比和の４地域で毎月１回開催されています。毎月の開催日
時は、広報しょうばらの「お知らせ」に掲載しています。
（９月号は 21ページ）

９９月月はは世界アルツハイマー月間世界アルツハイマー月間ですです

保健医療課健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255高齢者福祉課 地域包括支援センター係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1
いいろうご

165

医療法人社団　聖仁会
戸谷医院　愛生苑

医　師 戸
と

谷
だ に

修
しゅう

二
じ

認知症の認知症の予防予防とと備え備え
● 生活習慣病の予防と治療
● 怪我の予防 ＝ 転倒予防
● バランスの取れた食事と十分な水分補給
● 閉じこもらないでよく動く、よく話す
● いつか自分や身近な人が認知症になることを想定しておく

認知症カフェに来てみませんか？

【図書館西城分館の特設コーナー】
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　「認知症カフェに来て、介護の困りごとや愚痴を何
でもたくさん話してください。人と話すことで、気持
ちが楽になったり元気がもらえたりします。心休まる
ひとときを一緒に過ごしましょう」

認知症カフェを開催する

健康広場健康広場ととタイア
ップ！タイアップ！ 認知症認知症を知ろうを知ろう

 15　2022.9 ／広報しょうばら


